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力
作

募
集
中

百
観
音
　
　
　
　

吉
田
を
歩
く

匝瑳

探訪
90

吉
田
の
百
観
音

　

市
内
に
は
、
１
８
８
９
（
明
治

22
）
年
４
月
の
合
併
で
誕
生
し
た

新
町
村
が
12
あ
り
、
現
在
地
区
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

飯
高
村
と
吉
田
村
だ
け
が
江
戸
時

代
か
ら
の
村
名
が
そ
の
ま
ま
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
吉
田
村
は
八
日
市

場
村
、
高
村
に
次
い
で
規
模
の
大

き
な
村
で
し
た
。
集
落
は
中
世
か

ら
と
み
ら
れ
る
蒲
野
、
江
川
、
谷
、

住
方
に
加
え
、
江
戸
時
代
初
期
に

成
立
し
た
城
新
田
、
同
末
期
に
で

き
た
新
町
、
そ
し
て
１
９
２
６

（
大
正
15
）
年
の
軽
便
鉄
道
八
日

市
場
〜
多
古
線
開
通
で
停
車
場
が

設
け
ら
れ
、
１
９
４
４
（
昭
和
19
）

年
の
廃
線
後
に
栄
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
を
含
め

７
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

新
田
に
は
、
１
６
３
５
年

ご
ろ
か
ら
60
年
ほ
ど
旗
本

稲
垣
氏
の
陣
屋
（
居
住

地
）
が
置
か
れ
ま
し
た
。

１
７
０
０
年
ご
ろ
か
ら
村

内
は
７
人
の
領
主
に
支
配

さ
れ
て
い
た
た
め
神
社
や

寺
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て

集
落
ご
と
の
ま
と
ま
り
は

強
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

吉
田
地
区
を
歩
く
と
、

紹
介
し
た
い
も
の
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
が
、
今
回

は
「
百
観
音
」
を
取
り
上

げ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

百
観
音
と
は
、
関
東
地

方
の
「
坂
東
三
十
三
観
音
」

と
関
西
地
方
の
「
西
国
三
十
三
観

音
」、
そ
れ
に
「
秩
父
三
十
四
観

音
」
を
合
わ
せ
た
も
の
を
い
い
ま

す
。

　

江
戸
時
代
、
観
音
霊
場
め
ぐ
り

が
容
易
で
な
か
っ
た
た
め
、
１
か

所
に
ま
と
め
て
ご
利
益
を
得
よ
う

と
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

吉
田
村
妙
覚
寺
の
裏
山
に
百
観

音
が
ま
つ
ら
れ
た
の
は
１
８
５
６

年
の
こ
と
で
、
同
村
の
大
木
半
左

エ
門
が
大
願
主
と
な
り
、
世
話
人

と
し
て
吉
田
村
３
人
と
篠
本
村
１

人
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。
石
仏
は

高
さ
60
セ
ン
チ
ほ
ど
で
、
一
体
ご

と
に
寄
進
者
の
名
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
細
か
く
見
る
と
、
吉
田
村

は
も
と
よ
り
市
内
で
は
近
隣
の
久

方
、
木
積
、
飯
倉
、
貝
塚
な
ど
と

少
し
離
れ
た
蕪
里
、
東
小
笹
、
今

泉
、
堀
川
な
ど
の
村
む
ら
、
さ
ら

に
現
在
の
橫
芝
光
町
、
多
古
町
、

芝
山
町
、
旭
市
、
香
取
市
に
含
ま

れ
る
江
戸
時
代
の
村
ま
で
広
が
っ

て
い
ま
す
。
寄
付
者
名
に
は
個
人

で
建
て
た
も
の
、
講
中
、
あ
る
い

は
数
名
で
寄
進
し
た
も
の
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

　

３
年
か
け
て
ま
つ
ら
れ
た
百
観

音
の
何
体
か
が
失
わ
れ
た
の
は
惜

し
ま
れ
ま
す
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）
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川　　

柳

髙
梨　

果
宝 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

秋
ゆ
く
や
無
名
の
画
家
の
銅
版
画 

春　

海　
　
　

浜
野　

隆
志

分
校
に
勤
務
せ
し
母
式
部
の
実 

若
潮
町　
　
　

石
毛　

浩
子

鳥
渡
る
房
総
の
山
ふ
っ
く
ら
と 

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

古
里
に
太
き
川
な
し
鳥
渡
る 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

秋
澄
む
や
大
磨
崖
仏
仰
ぎ
見
る 

飯　

高　
　
　

安
藤　

建
子

鳥
渡
る
巨
き
石
碑
の
兵
等
の
名 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

水
や
り
し
ほ
ほ
づ
き
赤
く
な
り
は
じ
む 

堀　

川　
　
　

高
野　
　

操

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
散
り
て
香
り
を
喪
わ
ず 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

野
分
去
り
生
き
も
の
少
し
静
か
な
り 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

猛
暑
で
も
脱
げ
ぬ
毛
皮
に
ポ
チ
が
鳴
く 

東
小
笹　
　
　

佐
藤
久
美
子

愛
猫
も
毛
ふ
わ
ふ
わ
な
り
冬
支
度 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

愛
娘
良
縁
あ
れ
と
絵
馬
に
書
き 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

支
度
し
た
防
災
品
と
添
い
寝
す
る 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

あ
れ
こ
れ
と
薬
も
共
に
旅
鞄 

八
日
市
場
ホ　

鎌
形
ミ
ツ
エ

婿
殿
の
支
度
結
納
金
で
足
り 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

膝
痛
に
早
々
炬
燵
冬
支
度 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

秋
の
虫
老
い
の
小
耳
に
子
守
唄 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

朝
市
店
た
ま
ご
で
釣
っ
て
客
を
呼
ぶ 

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

川
口　

城
司 

推
薦

か
ば
の

ば
ん
ど
う

さ
い
ご
く

じ
ょ
う

じ
ん
や

す
み
か
た

え
が
わ

さ
く

＆
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